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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　℻0898ー65ー4363東予総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048小松総合支所

消による魚食普及と地域漁業への理解を深めていただ

く一環として、最大10人に浜値で2000円相当の魚をプ

レゼントする「お楽しみ抽選会」を計画しています。

（前日の天候等で不漁の場合は、翌月に延期すること

もあります）

　皆さんも日曜日の朝、活気と潮の香りを感じに、足

を運んでみてはいかがでしょうか。

■開催日　８月９日㈰
■応募券の受付・配布　７時30分～８時20分

■抽選　８時45分～

■場所　壬生川地区小型船だまり

　　　　（フジボウ愛媛㈱壬生川工場東側）

■問合せ　壬生川漁業協同組合

　　　　　TEL0898－64－2019

　６月20日から22日の３日間、小松農村環境改善セン

ターで石根公民館の婦人学級生など22人が、味噌作り

を体験しました。

　この味噌作りは、地域おこし、村おこしの一環とし

て地域住民などの親睦、地域の活性化を図ることを目

的に、石根公民館が石根地区婦人会の協力によって、

平成24年度から毎年６月に実施しており、今回で４回

目となります。

　味噌づくりは、米を蒸す作業から始まり３日間の作

業工程を経て、４～６カ月間熟成させます。完成はも

う少し先ですが、参加者からは「味噌をつくるのに、

こんなに時間がかかるとは思わなかった」などの感想

が聞かれ、本当の「てまえ

味噌」になるのを楽しみに

していました。

　今回の活動を通して、食

について学べたことはもち

ろん、地域でのコミュニケ

ーションの大切さや婦人会

活動の重要性を再認識でき

たのではないでしょうか。

　石根公民館では、今後も

各種団体、婦人会などと協

力し、地域の行事を継続し

ていきます。

受け継がれていく　てまえ味噌作り
～石根公民館　婦人学級～

▲味噌づくり作業の様子

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　℻0898ー68ー4769丹原総合支所

　このほど丹原商店街に「お祭り広場」が完成しまし

た。

　この広場は、丹原地区市街地基盤整備事業の一環と

して整備したもので、人や自転車は自由に入ることが

できます。

　ここには傘が開

いたようなベンチ

付きのシェルター

があり、強い日差

しや雨を防ぐこと

ができます。

　また、案内板には丹原の市街地周辺を歩いて回るた

めの楽しいみちしるべが描かれています。広場の周囲

には七夕笹飾り用の笹立てがあ

り、８月５日㈬～７日㈮に開催
される丹原七夕夏まつりのメー

ン会場となります。

　ほかにも、さまざまな情報を

発信して地域を活性化させるた

めに掲示板も設置しており、各

種サークルやグループなど、み

んながふれあう憩いの場として

も利用していただけます。

■担当課　

　丹原総合支所　建設管理課

地域の憩いの場として
～お祭り広場完成～

▲ベンチ付きシェルター

▲みちしるべ▲完成したお祭り広場

　「いらっしゃい、活きのいいのがそろってるよ」威

勢のいい掛け声とともに、毎月第２日曜日に壬生川地

区小型船だまりで開催されている「壬生川大漁市」は、

今年の６月で５年目を迎えました。燧灘で捕れる新鮮

な魚介類と、漁業者

の顔が見える「安

全・安心」が好評で、

毎回500人近くの来

場者でにぎわってい

ます。

　来る８月９日㈰の
大漁市では、地産地

ますます活き活き、壬生川大漁市

▲魚介類の販売                       


